
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置内に挿入された大径ディスクの外周に基端部が押されて回動することにより先端部
が横方向に移動するとともに、前記大径ディスクの最大寸法部分が通過した後に逆方向に
回動するディスク検知レバーと、前記ディスク検知レバーの先端部に追随して横方向に移
動するロックプレートと、常態において装置内に挿入された小径ディスクを位置決めする
ために前記ロックプレートにより突出状態にロックされるとともに、前記ロックプレート
の横方向への移動によりそのロックを解除されて前記挿入されてきた大径ディスクの外周
により倒伏し、前記大径ディスクの最大寸法部分が通過したことによる前記ロックプレー
トの反対方向への移動によりその倒伏状態がロックされるロックピンと、前記大径ディス
クを位置決めする手段とを備えたディスク検出機構を有するディスク再生装置。
【請求項２】
　前記ディスク検出機構が、前記ロックプレートの横方向の移動に追随して横方向に移動
するとともに、軸を中心に回動可能なアジャストプレートと、前記軸を中心に回動可能に
設けられて、前記アジャストプレートの横方向内側への移動によりロックを解除されて前
記大径ディスクまたは前記小径ディスクの外周に押されて回動するシフトアームとを備え
た請求項１記載のディスク再生装置。
【請求項３】
　前記アジャストプレートの回動に連動して回動するとともに、前記装置内に挿入された
大径ディスクまたは小径ディスクをターンテーブルに保持するクランプ手段を備えたディ
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スククランプ機構を有する請求項２記載のディスク再生装置。
【請求項４】
　前記大径ディスクまたは小径ディスクが前記位置決め手段または前記ロックピンにより
位置決めされた位置が、前記大径ディスクまたは小径ディスクが前記クランプ手段により
ターンテーブルに保持された位置よりも装置奥側にオフセットされていることを特徴とす
る請求項３記載のディスク再生装置。
【請求項５】
　前記ディスククランプ機構のクランプアームを回動可能に支持するとともに、装置のメ
インシャーシにダンパおよびダンパばねを介して支持されたサスペンションシャーシを備
えたことを特徴とする請求項４記載のディスク再生装置。
【請求項６】
　前記サスペンションシャーシが、常態において前記サスペンションシャーシを前記メイ
ンシャーシに固定し、ディスク再生時には前記固定を解除するサスペンションロック手段
を備えたことを特徴とする請求項５記載のディスク再生装置。
【請求項７】
　前記アジャストプレートが回動した時に、前記アジャストプレートの移動により前記サ
スペンションロック手段を動作させるとともに、前記サスペンションロック手段の移動に
より前記クランプアームを回動させて前記大径ディスクまたは小径ディスクをクランプす
ることを特徴とする請求項６記載のディスク再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、大径の１２ｃｍのディスクおよび小径の８ｃｍのディスクを再生可能なディス
ク再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種のディスク再生装置は、大径の１２ｃｍのディスクを中心に設計され、小径
の８ｃｍのディスクを使用する場合は、専用のアダプタに８ｃｍディスクをセットし、そ
のアダプタを装置内に挿入して再生を行っていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のアダプタを使用する方法では、アダプタを保管する必要があり
、アダプタがなくては８ｃｍディスクを再生できないばかりか、アダプタに８ｃｍディス
クを装着するのに手間がかかるという問題があった。
【０００４】
本発明は、このような従来の問題を解決するものであり、小径ディスクのためのアダプタ
を必要とすることなく、大径と小径のディスクの両方を再生可能なディスク再生装置を提
供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明のディスク再生装置は、装置内に挿入された大径ディスクの外周に基端部が押され
て回動することにより先端部が横方向に移動するとともに、前記大径ディスクの最大寸法
部分が通過した後に逆方向に回動するディスク検知レバーと、前記ディスク検知レバーの
先端部に追随して横方向に移動するロックプレートと、常態において装置内に挿入された
小径ディスクを位置決めするために前記ロックプレートにより突出状態にロックされると
ともに、前記ロックプレートの横方向への移動によりそのロックを解除されて前記挿入さ
れてきた大径ディスクの外周により倒伏し、前記大径ディスクの最大寸法部分が通過した
ことによる前記ロックプレートの反対方向への移動によりその倒伏状態がロックされるロ
ックピンと、前記大径ディスクを位置決めする手段とを備えたディスク検出機構を有する
ものである。この構成により、装置内に小径ディスクが挿入された場合には、ロックピン
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により小径ディスクを再生位置に位置決めし、装置内に大径ディスクが挿入された場合に
は、ロックピンが大径ディスクの外周に押されて大径ディスクの通過を許容するので、大
径ディスクでも小径ディスクでも再生できることとなる。
【０００６】
また、本発明のディスク再生装置は、前記ディスク検出機構が、前記ロックプレートの横
方向の移動に追随して横方向に移動するとともに、軸を中心に回動可能なアジャストプレ
ートと、前記軸を中心に回動可能に設けられて、前記アジャストプレートの横方向内側へ
の移動によりロックを解除されて前記大径ディスクまたは前記小径ディスクの外周に押さ
れて回動するシフトアームとを備えたものである。この構成により、大径ディスクが挿入
された場合でも、小径ディスクが挿入された場合でも、アジャストプレートの動きからデ
ィスクが再生位置に位置決めされたことを検出できることとなる。
【０００７】
また、本発明のディスク再生装置は、前記アジャストプレートの回動に連動して回動する
とともに、前記装置内に挿入された大径ディスクまたは小径ディスクをターンテーブルに
保持するクランプ手段を備えたディスククランプ機構を有するものである。この構成によ
り、ディスクの位置決めと同時にディスクのクランプができることとなる。
【０００８】
また、本発明のディスク再生装置は、前記大径ディスクまたは小径ディスクが前記位置決
め手段または前記ロックピンにより位置決めされた位置が、前記大径ディスクまたは小径
ディスクが前記クランプ手段によりターンテーブルに保持された位置よりも装置奥側にオ
フセットされていることを特徴とするものである。この構成により、ディスクがターンテ
ーブルに保持されたときは、ディスクと位置決め手段またはロックピンとの間にオフセッ
ト分の隙間があるので、ディスクの回転をスムーズに行わせることができることとなる。
【０００９】
また、本発明のディスク再生装置は、前記ディスククランプ機構のクランプアームを回動
可能に支持するとともに、装置のメインシャーシにダンパおよびダンパばねを介して支持
されたサスペンションシャーシを備えたことを特徴とするものである。この構成により、
ディスク再生時には浮遊状態となるサスペンションシャーシにディスククランプ機構が設
けられることにより、ディスク再生装置を車両などの振動が加わるオーディオ装置に適用
できることとなる。
【００１０】
また、本発明のディスク再生装置は、前記サスペンションシャーシが、常態において前記
サスペンションシャーシを前記メインシャーシに固定し、ディスク再生時には前記固定を
解除するサスペンションロック手段を備えたことを特徴とするものである。この構成によ
り、非再生時にはサスペンションシャーシを確実にメインシャーシに固定し、再生時には
サスペンションシャーシを浮遊状態に保持して音飛びのない再生ができることとなる。
【００１１】
また、本発明のディスク再生装置は、前記アジャストプレートが回動した時に、前記アジ
ャストプレートの移動により前記サスペンションロック手段を動作させるとともに、前記
サスペンションロック手段の移動により前記クランプアームを回動させて前記大径ディス
クまたは小径ディスクをクランプすることを特徴とするものである。この構成により、大
径ディスクまたは小径ディスクの挿入からクランプまでの動作を連続的に短時間にできる
こととなる。
【００１２】
また、本発明のディスク再生装置は、アッパシャーシとロアシャーシとサスペンションシ
ャーシとからなるシャーシ機構と、ディスクを装置内の挿入／排出位置と再生位置の間で
搬送するディスク搬送機構と、挿入された小径ディスクのための位置決め手段を備え、挿
入されたディスクが大径ディスクの場合は、前記位置決め手段のロックを解除して前記大
径ディスクの外周によって前記位置決め手段を倒伏させるロック手段を有するディスク検
出機構と、前記ディスク検出機構に連動して前記サスペンションシャーシの前記ロアシャ
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ーシに対するロックまたはロック解除を行うサスペンションロック機構と、前記サスペン
ションシャーシに設けられて、前記再生位置に搬送されたディスクをターンテーブル上に
クランプするディスククランプ機構および前記クランプされたデイスクを再生するディス
ク再生機構とを備えたものである。この構成により、大径ディスクでも小径ディスクでも
、単に装置内にディスクを挿入するだけで再生ができることとなる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。なお、本発明は、大径ディスクで
も小径ディスクでも、単に装置内に挿入するだけで再生できる構成に特徴があり、それ以
外の構成については概略的な説明にとどめる。図１は本実施の形態におけるディスク再生
装置の構成を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は左側面図、（ｃ）は右側面図である。以下
の図面では、各部材が、互いの位置関係を同一図面に表示するために、前後および上下の
関係が無視されており、また、ハッチングおよびスマッジングを施した部分は、断面を表
すのではなく部材の形状を表している。図１において、装置全体は、アッパシャーシとロ
アシャーシとサスペンションシャーシとからなるシャーシ機構１と、ディスクを装置内の
挿入／排出位置と再生位置の間で搬送するディスク搬送機構１１と、挿入された小径ディ
スクＤ２のための位置決め手段を備え、挿入されたディスクが大径ディスクＤ１の場合は
、位置決め手段のロックを解除して大径ディスクＤ１の外周による位置決め手段の倒伏を
可能にするロック手段を有するディスク検出機構２１と、ディスク検出機構２１に連動し
てシャーシ機構１におけるサスペンションシャーシに対するロックまたはロック解除を行
うサスペンションロック機構３１と、サスペンションシャーシに設けられて、再生位置に
搬送されたディスクをターンテーブル上にクランプするディスククランプ機構４１および
クランプされたデイスクを再生するための図示されないディスク再生機構とを備えている
。
【００１４】
シャーシ機構１は、メインシャーシを構成するロアシャーシ２とアッパシャーシ３と、ロ
アシャーシ２に対しダンパおよびダンパばねを介して支持されたサスペンションシャーシ
４とからなる。サスペンションシャーシ４は、サスペンションロック機構３１によりロア
シャーシ２およびアッパシャーシ３に対してロックまたはロック解除される。
【００１５】
ディスク搬送機構１１は、装置内に挿入された直径１２ｃｍの大径ディスクＤ１または直
径８ｃｍの小径ディスクＤ２を装置内の挿入／排出位置と再生位置の間で搬送するフィー
ドローラ１２を備えている。フィードローラ１２は、中心部を小径とした鼓型のローラで
あり、ロアシャーシ２に対し軸１３ａにより揺動可能に設けられたフィード板１３に設け
られ、その軸端部のローラギヤ１４が、ロアシャーシ２に設けられた駆動ギヤ１５に噛み
合って回転駆動される。駆動ギヤ１５は図示されないフィードモータにより回転駆動され
る。
【００１６】
ディスク検出機構２１は、サスペンションシャーシ４に軸２７を介して回動可能に設けら
れたディスク検知レバー２２と、ディスク検知レバー２２の先端部に連動して横方向に移
動するロックプレート２３と、常態においては装置内に挿入された小径ディスクＤ２を再
生位置に位置決めするためにロックプレート２３により突出状態にロックされるとともに
、ロックプレート２３の横内側方向Ａへの移動によりそのロックを解除されて、挿入され
てきた大径ディスクＤ１の外周により倒伏し、大径ディスクＤ１の最大寸法部分がディス
ク検知レバー２２の基端部のピン２２ａを通過したことによるロックプレート２３の横外
側方向Ｂへの移動によりその倒伏状態がロックされるロックピン２４と、ロックプレート
２３の横方向の移動に追随して横方向に移動するとともに、軸２８を中心に回動するアジ
ャストプレート２５と、アジャストプレート２５の軸２８を中心に回動可能に設けられて
、アジャストプレート２５の横外側方向Ｂへの移動によりロックを解除されて、大径ディ
スクＤ１または小径ディスクＤ２の外周に押されて回動するシフトアーム２６とを備えて
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いる。
【００１７】
図２に示すように、ディスク検知レバー２２の先端部にはピン２２ｂが上に向けて植設さ
れ、このピン２２ｂが、ロックプレート２３の先端部に形成された長穴２３ｂに係合して
いる。ロックプレート２３は、クランプアーム４２の上面に形成された折り曲げ片４２ａ
に挟まれて横方向に摺動可能に設けられ、引張コイルばね２３ａにより、横外側方向Ｂに
向けて押圧付勢されている。断面略矩形のロックピン２４は、水平軸２４ａによりクラン
プアーム４２に回動可能に取り付けられ、かつ捩りコイルばね２４ｂにより水平軸２４ａ
の回りに左側から見て反時計方向に回動付勢されて、常態においてロックプレート２３に
形成された矩形のロック溝２３ｃに係止されて下方に突出し、その奥側に向けて突出する
ロック片２４ｃが、ロックプレート２３のロック溝２３ｃ周縁に押えられることにより、
その突出状態がロックされている。アジャストプレート２５は、クランプアーム４２の上
面に軸２８を中心に回動可能に設けられ、引張コイルばね２５ａにより時計回り方向に回
動付勢されているが、その先端部２５ｂがロックプレート２３の後端部に当たることによ
り位置決めされている。シフトアーム２６は、クランプアーム４２の下面に軸２８を中心
に回動可能に設けられ、引張コイルばね２６ａにより反時計回り方向に回動付勢されてい
る。軸２８は、シフトアーム２６の後端部に上に向けて植設され、クランプアーム４２の
丸穴を通され、アジャストプレート２５の長穴２５ｄを遊動可能に通された後、先端部を
加締められる。従って、アジャストプレート２５は、長穴２５ｃの分だけ移動可能である
。また、シフトアーム２６は、その中間部にガイドピン２６ｂが上に向けて植設され、ガ
イドピン２６ｂは、クランプアーム４２のガイド穴４２ｂを通され、アジャストプレート
２５のガイド穴２５ｅに係合している。ガイド穴２５ｅは、その両端部に内側に入り込ん
だ鉤状の係止部２５ｆおよび２５ｇを備えている。シフトアーム２６の先端部には作動ピ
ン２６ｃが下に向けて植設されている。さらに、クランプアーム４２の奥側には、大径デ
ィスクＤ１を再生位置に位置決めするための位置決め突起４２ｄが形成されている。
【００１８】
図１において、サスペンションロック機構３１は、ロアシャーシ２の左右両側に、前後方
向に摺動可能に設けられたサスペンションロック板（以下、サスロック板と略す。）３２
と、サスロック板３２の下部に水平方向内側に向けて設けられて、Ｙ字形のロック溝３２
ｂを形成されたロック板３２ａと、サスペンションシャーシ４に下方に向けて設けられて
、Ｙ字形のロック溝４ｂを形成されたロック板４ａと、右側のサスロック板３２に前後方
向に摺動可能に設けられたラック板３３と、右側のサスロック板３２に水平方向外側に向
けて突出して植設された作動ピン３４とを備えている。サスロック板３２とラック板３３
とは、ともに引張コイルばねにより装置奥側に向けて引張付勢されている。
【００１９】
ディスククランプ機構４１は、サスペンションシャーシ４の後端部両側に軸４３により揺
動可能に設けられたクランプアーム４２を備えている。クランプアーム４２は、その天板
に上記したディスク検出機構２１が設けられるとともに、その中央前端部には、円形のデ
ィスククランプ４４が、板ばね状のクランプばね４５を介して設けられている。ディスク
クランプ４４は、再生位置に挿入されたディスクを、その中心穴がサスペンションシャー
シ４に設けられたターンテーブルの回転軸に挿入されるように押圧する。また、クランプ
アーム４２は、その両側板のうちの右側板４２ｃの先端部に、横方向外側に突出するガイ
ド片４６を備え、サスロック板３２のガイドピン３４と係合可能になっている。ディスク
再生機構は、ディスクを保持して回転するターンテーブルおよびディスクの信号を読み取
る光ピックアップを備えた通常のものである。
【００２０】
次に、本実施の形態の動作について、まず直径１２ｃｍの大径ディスクを挿入する場合に
ついて説明する。図１および図２において、常態において、ディスク検出機構２１のロッ
クプレート２３は、引張コイルばね２３ａに引っ張られてその位置を保持しており、ロッ
クプレート２３のロック溝２３ｃの周縁がロックピン２４のロック片２４ｃを上から押え
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ているので、ロックピン２４は、クランプアーム４２の下方に突出している。また、アジ
ャストプレート２５は、その後端部２５ｃがラック板３３に押されて、その先端部２５ｂ
がロックプレート２３に当たっているので、その位置が保持されている。この状態で、装
置内に１２ｃｍの大径ディスクＤ１を挿入すると、その挿入を検知したフォトディテクタ
からの信号によりフィードモータが回転し、フィードローラ１２が大径ディスクＤ１を装
置内部へ向けて搬送する。大径ディスクＤ１が搬送されると、ディスク検知レバー２２は
、その基端部のピン２２ａが大径ディスクＤ１の外周に押されて、軸２７を中心に時計回
り方向に回動し、その先端部のピン２２ｂに係合する長穴２３ｂを通じてロックプレート
２３が横内側方向Ａに移動する。
【００２１】
これにより、図３に示すように、ロックプレート２３のロック溝２３ｃがロックピン２４
から離れるので、ロックピン２４は、水平軸２４ａの回りに回動可能になる。そこで、大
径ディスクＤ１の外周が下方に突出するロックピン２４を捩りばね２４ｂに抗して押すと
、ロックピン２４は回動して倒伏するので、大径ディスクＤ１はロックピン２４を越えて
さらに装置の奥側に搬送される。また、図２に示すように、ロックプレート２３が横内側
方向Ａに向けて移動し、その右端部がアジャストプレート２５を同方向に押すので、アジ
ャストプレート２５の長穴２５ｄが軸２８を案内として移動するとともに、アジャストプ
レート２５のガイド穴２５ｅの係止部２５ｆに収まっていたシフトアーム２６のガイドピ
ン２６ｂが係止部２５ｆから離れる。これにより、アジャストプレート２５が引張コイル
ばね２５ａにより軸２８を中心に時計回り方向に回動して、その後端部２５ｃがラック板
３３を前方に押し出すとともに、シフトアーム２６は、軸２８を中心にガイド穴２５ｅに
沿って回動可能になる。
【００２２】
そして、大径ディスクＤ１の最大寸法部分がディスク検知レバー２２の基端部のピン２２
ａを越えると、ロックプレート２３が引張コイルばね２３ａにより横外側方向Ｂに向けて
引っ張られるので、図４に示すように、ディスク検知レバー２２が反時計回り方向に回動
するとともに、ロックプレート２３が横外側方向Ｂに向けて移動する。これにより、ロッ
クプレート２３のロック溝２３ｃの周縁が倒伏したロックピン２４を上から押え、ロック
ピン２４は、大径ディスクＤ１から離れた倒伏状態でロックされる。また、シフトレバー
２６の先端ピン２６ｃが大径ディスクＤ１の外周に押されるので、さらに時計回り方向に
回動するとともに、大径ディスクＤ１の外周が、クランプアーム４２の後端に設けられた
位置決め突起４２ｄに当たって位置決めされる。この状態では、大径ディスクＤ１の中心
はディスククランプの中心よりもオフセットｄだけ奥側に位置しており、また、アジャス
トプレート２５は、ロックプレート２３が横外側方向Ｂに移動したことにより少し戻るの
で、シフトレバー２６は、そのガイドピン２６ｂが、アジャストプレート２５のガイド穴
２５ｅの奥側の係止部２５ｇに係止され、引張コイルばね２５ａによりその状態が保持さ
れる。
【００２３】
図４において、アジャストプレート２５が軸２８を中心に時計回り方向に回動し、その後
端部２５ｃがラック板３３を前方に押し出すと、ラック板３３のラック３３ａが、ロアシ
ャーシ３に回転可能に設けられてフィードモータにより回転駆動されているピニオン１６
に噛み合い、ラック板３３は、ピニオン１６により前方に少し移動した位置でサスロック
板３２にロックされる。これにより、図５に示すように、サスロック板３２がピニオン１
６により前方の所定位置まで搬送され、サスロック板３２のＹ字形のロック溝３２ｂとサ
スペンションシャーシ４のＹ字形のロック溝４ｂとの係合が外れて、サスペンションシャ
ーシ４がダンパにより浮遊状態に支持されるとともに、サスロック板３２の先端部によっ
てフィード板１３が軸１３ａを中心に時計回り方向に回動して、フィードローラ１２が大
径ディスクＤ１から離れ、その状態がロックされる。また、サスロック板３２のガイドピ
ン３４が、クランプアーム４２の右側板４２ｃに形成されたガイド片４６から外れるので
、クランプアーム４２は、軸４３を中心に下方に回動し、そのディスククランプ４４が大
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径ディスクＤ１を押し付けるので、大径ディスクＤ１は、その中心穴がターンテーブルの
中心軸に位置決めされながら保持される。これにより、大径ディスクＤ１の中心は、ター
ンテーブルの中心と一致し、大径ディスクＤ１の奥側の外周縁は、位置決め突起４２ｄお
よびシフトアーム２６の先端ピン２６ｃからオフセット相当分だけ離れる。この状態は、
アジャストプレート２６の引張コイルばね２６ａによって保持される。また、この状態を
検知したセンサからの信号により、ターンテーブルがスピンドルモータにより回転駆動さ
れるとともに、光ピックアップが作動して、大径ディスクＤ１に記録された信号を読み取
って再生が行われる。
【００２４】
次に、大径ディスクＤ１を装置外に排出するイジェクト動作について説明する。大径ディ
スクＤ１の再生が終了して、イジェクトボタンが押されると、フィードモータが逆回転す
るので、図５において、ピニオン１６により、ラック板３３およびサスロック板３２が奥
側へ移動する。これにより、図４に示すように、フィード板１３のロックが外れて、ばね
により元の位置に復帰するので、フィードローラ１２が大径ディスクＤ１に接触して大径
ディスクＤ１を装置手前側に排出し、以後、上記したのと逆の動作が行われ、図６に示す
ように、大径ディスクＤ１が挿入／排出位置まで戻される。
【００２５】
次に、８ｃｍの小径ディスクＤ２を装置内に挿入した場合の動作について説明する。図７
において、常態において、ロックプレート２３は、引張コイルばね２３ａに引っ張られて
その位置を保持しており、ロックプレート２３のロック溝２３ｃの周縁がロックピン２４
のロック片２４ｃを上から押えているので、ロックピン２４は、クランプアーム４２の下
方に突出している。また、アジャストプレート２５は、その後端部２５ｃがラック板３３
に押されて、その先端部２５ｂがロックプレート２３に当たっているので、その位置が保
持されている。この状態で、装置内に小径ディスクＤ２を挿入すると、その挿入を検知し
たフォトディテクタからの信号によりフィードモータが回転し、フィードローラ１２が小
径ディスクＤ２を装置内部へ向けて搬送する。
【００２６】
小径ディスクＤ２が装置内に搬送されると、図８に示すように、まず小径ディスクＤ２の
外周がシフトアーム２６の先端ピン２６ｃを押すので、シフトアーム２６が軸２８を中心
にして時計回り方向に回動する。シフトアーム２６のガイドピン２６ｂは、アジャストプ
レート２５のガイド穴２５ｅの係止部２５ｆに収まっているので、シフトアーム２６の回
動によってアジャストプレート２５も一緒に回動する。この回動は、小径ディスクＤ２の
外周がロックピン２４に当たることにより停止し、小径ディスクＤ２が位置決めされる。
この状態では、小径ディスクＤ２の中心はディスククランプ４４の中心よりもオフセット
ｄだけ奥側に位置している。この状態で、アジャストプレート２５の後端部２５ｃがラッ
ク板３３を前方へ少し押し出すので、ラック板３３のラック３３ａが回転しているピニオ
ン１６に噛み合い、上記したと同様にして、ラック板３３はサスロック板３２に結合され
て前方へ進み、サスペンションシャーシ４とロアシャーシ３との結合が外れ、クランプア
ーム４２が降りてきて、図９に示すように、ディスククランプ４４が小径ディスクＤ２を
ターンテーブルに保持する。この状態では、小径ディスクＤ２の奥側の外周縁は、ロック
ピン２４およびシフトアーム２６の先端ピン２６ｃからオフセット相当分だけ離れており
、センサからの信号によりターンテーブルが回転して、光ピックアップが小径ディスクＤ
２の信号を読み取り、再生が行われる。
【００２７】
小径ディスクＤ２の再生が終了して、イジェクトボタンが押されると、フィードモータが
逆回転するので、図９において、ピニオン１６により、ラック板３３およびサスロック板
３２が奥側へ移動する。これにより、図８に示すように、フィード板１３のロックが外れ
て、ばねにより元の位置に復帰するので、フィードローラ１２が小径ディスクＤ２に接触
して小径ディスクＤ２を装置手前側に排出し、以後、上記したのと逆の動作が行われ、図
１０に示すように、小径ディスクＤ２が挿入／排出位置まで戻される。
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【００２８】
以上のように、本実施の形態によれば、フィードローラ１２によって装置内に挿入された
大径ディスクＤ１の外周に接触して軸２７を中心に回動するディスク検知レバー２２と、
ディスク検知レバー２２の先端部に連動して横方向に移動するロックプレート２３と、常
態においては装置内に挿入された小径ディスクＤ２を再生位置に位置決めするためにロッ
クプレート２３により突出状態にロックされるとともに、ロックプレート２３の横内側方
向Ａへの移動によりそのロックを解除されて、挿入されてきた大径ディスクＤ１の外周に
より倒伏し、大径ディスクＤ１の最大寸法部分がディスク検知レバー２２の基端部のピン
２２ａを通過したことによるロックプレート２３の横外側方向Ｂへの移動によりその倒伏
状態がロックされるロックピン２４と、ロックプレート２３の横方向の移動に追随して同
方向に移動するとともに、軸２８を中心に回動可能なアジャストプレート２５と、軸２８
を中心に回動可能に設けられて、アジャストプレート２５の横方向への移動によりロック
を解除されて大径ディスクＤ１または小径ディスクＤ２の外周に押されて回動するシフト
アーム２６とを有するディスク検出機構２１を備えているので、装置内に小径ディスクＤ
２が挿入された場合には、ロックピン２４により小径ディスクＤ２を再生位置に位置決め
するとともに、装置内に大径ディスクＤ１が挿入された場合には、ロックピン２４が大径
ディスクＤ１の外周に押されて倒伏するので、大径ディスクＤ１でも小径ディスクＤ２で
も、単に装置内にディスクを挿入するだけで再生が可能な、構成が簡単で安価なディスク
再生装置を実現することができる。
【００２９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のディスク再生装置は、装置内に挿入された大径ディスクの
外周に基端部が押されて回動することにより先端部が横方向に移動するとともに、前記大
径ディスクの最大寸法部分が通過した後に逆方向に回動するディスク検知レバーと、前記
ディスク検知レバーの先端部に追随して横方向に移動するロックプレートと、常態におい
て装置内に挿入された小径ディスクを再生位置に位置決めするために前記ロックプレート
により突出状態にロックされるとともに、前記ロックプレートの横方向への移動によりそ
のロックを解除されて前記挿入されてきた大径ディスクの外周により倒伏し、前記大径デ
ィスクの最大寸法部分が通過したことによる前記ロックプレートの反対方向への移動によ
りその倒伏状態がロックされるロックピンと、前記大径ディスクを再生位置に位置決めす
る手段とを備えているので、大径ディスクでも小径ディスクでも、単に装置内にディスク
を挿入するだけで再生ができるという優れた効果を有する。
【００３０】
また、本発明のディスク再生装置は、アッパシャーシとロアシャーシとサスペンションシ
ャーシとからなるシャーシ機構と、ディスクを装置内の再生位置まで搬送し、再生位置か
ら排出位置まで搬送するディスク搬送機構と、挿入された小径ディスクのための位置決め
手段を備え、挿入されたディスクが大径ディスクの場合は、前記位置決め手段のロックを
解除して前記大径ディスクの外周による位置決め手段の倒伏を可能にするロック手段を有
するディスク検出機構と、ディスク検出機構に連動してシャーシ機構におけるサスペンシ
ョンシャーシに対するロックまたはロック解除を行うサスペンションロック機構と、サス
ペンションシャーシに設けられて、再生位置に搬送されたディスクをターンテーブル上に
クランプするディスククランプ機構およびデイスクを再生するディスク再生機構とを備え
ているので、大径ディスクでも小径ディスクでも、単に装置内にディスクを挿入するだけ
で再生ができるという優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時の状態を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時の状態を示す概略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時の状態を示す概略右側面図
【図２】本発明の実施の形態におけるディスク検出機構の構成を示す概略平面図
【図３】（ａ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のロックピン解除状態を

10

20

30

40

50

(8) JP 3801842 B2 2006.7.26



示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のロックピン解除状態を示す概略
左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のロックピン解除状態を示す概略
右側面図
【図４】（ａ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスク位置決め状態
を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスク位置決め状態を示す概
略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスク位置決め状態を示す概
略右側面図
【図５】（ａ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスククランプ状態
を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスククランプ状態を示す概
略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時のディスククランプ状態を示す概
略右側面図
【図６】（ａ）本発明の実施の形態における大径ディスク排出時の状態を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク排出時の状態を示す概略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク排出時の状態を示す概略右側面図
【図７】（ａ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時の状態を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時の状態を示す概略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における大径ディスク挿入時の状態を示す概略右側面図
【図８】（ａ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスク位置決め状態
を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスク位置決め状態を示す概
略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスク位置決め状態を示す概
略右側面図
【図９】（ａ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスククランプ状態
を示す概略平面図
（ｂ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスククランプ状態を示す概
略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における小径ディスク挿入時のディスククランプ状態を示す概
略右側面図
【図１０】（ａ）本発明の実施の形態における小径ディスク排出時の状態を示す概略平面
図
（ｂ）本発明の実施の形態における小径ディスク排出時の状態を示す概略左側面図
（ｃ）本発明の実施の形態における小径ディスク排出時の状態を示す概略右側面図
【符号の説明】
１　シャーシ機構
２　ロアシャーシ
３　アッパシャーシ
４　サスペンションシャーシ
１１　ディスク搬送機構
１２　フィードローラ
１３　フィード板
１４　ローラギヤ
１５　駆動ギヤ
１６　ピニオン
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２１　ディスク検出機構
２２　ディスク検知レバー
２３　ロックプレート
２４　ロックピン（小径ディスクの位置決め手段）
２５　アジャストプレート
２６　シフトアーム
２７、２８　軸
３１　サスペンションロック機構
３２　サスペンションロック板（サスロック板）
３３　ラック板
３４　ガイドピン
４１　ディスククランプ機構
４２　クランプアーム
４２ｄ　大径ディスクの位置決め突起
４３　軸
４４　ディスククランプ
４５　クランプばね
４６　ガイド片
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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